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LP2966
デュアル 150mA超低ドロップアウト・レギュレータ

概要

LP2966デュアル超低ドロップアウト(LDO)レギュレータは、＋2.70V

～＋ 7.0Vの入力電源で動作します。各出力は、全温度範囲に
わたって 150mAを供給します。この ICは、非常に小さいドロッ
プアウト電圧と待機時消費電流で動作するので、バッテリ駆動型
の携帯用アプリケーションに最適です。LP2966内の各 LDOは、
それぞれ独立したシャットダウン機能を備えています。LP2966は、
非常に小型なMSOP-8パッケージ (MSOP-8パッケージの詳細に
ついては、パッケージ寸法および接続図を参照 ) を用いており、
低グラウンド・ピン電流で低ノイズ性能を発揮します。各出力ごと
に、広範囲のプリセット電圧オプションがあります。製品情報の表
に示されている電圧の組み合わせのほかに、さらに多くの組み合
わせを提供できます。合計で、256組の電圧の組み合わせが可
能です。

主な仕様

ドロップアウト電圧 :負荷電流に比例して変動。代表値は 1mA

負荷電流時 0.9mV、150mA負荷電流時 135mV。

グラウンド・ピン電流 (代表値 ):1mA負荷電流時 300μA、100mA

負荷電流時 340μA(一方のシャットダウン (SD1または SD2)ピン
をLOWにする )。

シャットダウン・モード : 両シャットダウン (SD1および SD2)ピンを
LOWにした時、待機消費電流は 1μA未満。

エラー・フラグ :オープン・ドレイン出力。それぞれの出力電圧が
公称値より10％下降するとLOWになる。

高精度出力電圧 :1.8V～ 5.0Vの範囲をカバーする複数出力電
圧オプション。いずれも、室温で± 1％の精度を保証。

特長

■ 超低ドロップアウト電圧
■ 低グラウンド・ピン電流
■ シャットダウン・モードでは消費電流 1μA未満
■ 各チャネルごとに独立にシャットダウン可能
■ 出力電圧精度± 1％
■ G各出力に 150mAの出力電流を保証
■ 低出力ノイズ
■ エラー・フラグによる各出力のステータス表示
■ MSOP-8表面実装パッケージを採用
■ 低必要出力コンデンサ容量 (1μF)

■ 大部分のアプリケーションにて低 ESR セラミック・コンデンサ
使用可

■ 過熱 /過電流保護
■ 接合部温度範囲 － 40℃～＋ 125℃

アプリケーション
■ 携帯電話
■ ノートブックPC

■ GPSシステム
■ フラット・パネル・ディスプレイ
■ ポスト・レギュレータ
■ USBアプリケーション
■ ハンドヘルド装置およびマルチメータ
■ 無線データ端末
■ その他のバッテリ駆動アプリケーション

代表的なアプリケーション回路

  * SD1とSD2は、プルアップ抵抗を介して終端しなければなりません。使用しない場合は、VINに接続してください。

** ERROR1とERROR2は、オープン・ドレイン出力です。使用しない場合、これらのピンはグラウンドに接続しなければなりません。

  # 全負荷電流範囲にわたって規格の安定度を保証するための最小出力キャパシタンスは 1μFです。キャパシタンスをそれより大きくすると、優れたダイナミック性能
がさらに改善され、安定度マージンが広がります。

ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容
　　　　が最新でない場合があります。製品のご検討およびご採用に際
　　　　しては、必ず最新の英文データシートをご確認ください。
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ピン配置図

Top View
Mini SO-8 Package

8-Lead Small Outline Integrated Circuit (SOIC)
Package Code: MSOP-8
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端子説明

TABLE 1.  製品情報
次の電圧オプションとそれらの組み合わせが可能です。

5.0V、4.0V、3.8V、3.6V、3.3V、3.2V、3.1V、3.0V、2.9V、2.8V、2.7V、2.6V、2.5V、2.4V、2.0V、1.8V

Table 1に示す電圧オプションとの組み合わせを用意しています。これら以外のカスタム電圧オプションまたは電圧オプションの組み合わ
せについては、ナショナルセミコンダクター社営業担当にお問い合わせください。

ピン 名前 機能

1 VIN 入力電源ピン

2 SD1 出力 1用負論理シャットダウン・ピン

3 SD2 出力 2用負論理シャットダウン・ピン

4 GND グラウンド

5 ERROR2 出力 2用エラー・フラグ -通常ハイ・インピーダンス、使用しない場合はグラウンドに接続

6 ERROR1 出力 1用エラー・フラグ -通常ハイ・インピーダンス、使用しない場合はグラウンドに接続

7 VOUT2 出力 2

8 VOUT1 出力 1
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本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

動作定格 (Note 1)

電気的特性

標準書体のリミット値 (MaxおよびMin)は Tj＝ 25℃に対して適用され、太字のリミット値は全動作接合部温度範囲に対して適用されま
す。特記のない限り、各規格は、VIN＝ VO(NOM)＋ 1V、(Note 16)、COUT＝ 1μF、IOUT＝ 1mA、CIN＝ 1μF、VSD1＝ VSD2＝
VINを条件としています。

保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃

リード温度 (ハンダ付け、5秒 ) 260℃

許容損失 (Note 2) 内部的に制限

ESD定格 (Note 3) 2kV

入力電源電圧 (最大 ) － 0.3V～ 7.5V

シャットダウン入力電圧 (最大 ) － 0.3V～ (Vin＋ 0.3V)

両 ERRORピンの最大電圧 10V

IOUT(最大 ) ショート保護

出力電圧 (最大 )(Note 6), (Note 7) － 0.3V～ (Vin＋ 0.3V)

入力電源電圧 2.7V～ 7.0V

シャットダウン入力電圧 － 0.3V～ (Vin＋ 0.3V)

動作接合部温度範囲 － 40℃～＋ 125℃

両 ERRORピンの最大電圧 10V
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電気的特性 (つづき)

標準書体のリミット値 (MaxおよびMin)は Tj＝ 25℃に対して適用され、太字のリミット値は全動作接合部温度範囲に対して適用されま
す。特記のない限り、各規格は、VIN＝ VO(NOM)＋ 1V、(Note 16)、COUT＝ 1μF、IOUT＝ 1mA、CIN＝ 1μF、VSD1＝ VSD2＝
VINを条件としています。

Note 1: 「絶対最大定格」は、これを超えた場合、デバイスの破壊が発生する可能性があるリミット値を示します。「動作定格」は、デバイスの意図する動作条
件を示し、特定の性能のリミット値を保証するものではありません。保証規格およびその試験条件については、「電気的特性」を参照してください。保
証規格は、表示の試験条件に対してのみ適用されます。デバイスを表示試験条件下で動作させないときは、一部の性能規格は低下することがあります。

Note 2: 高温では、パッケージの熱抵抗に基づいてデバイスをディレーティングする必要があります。MSOP-8パッケージでは、接合部から周囲への熱抵抗θjA＝
235 ℃でディレーティングしてください。詳細については、「アプリケーション情報」の「最大可能出力電流」の項を参照してください。デバイスは、過
熱保護機能を内蔵しています。

Note 3: 人体モデルは、100pFと1.5kΩの直列回路です。つまり、100pFのコンデンサが 1.5kΩを通して各ピンに放電されます。

Note 4: Typ (代表 )数値は 25℃における値であり、最も標準的な値を表します。

Note 5: リミット値 (MaxおよびMin)は 25℃で 100％試験が行われています。全動作温度範囲にわたるリミット値は、統計品質管理 (SQC)手法によって決められ
た補正データを加味して保証されています。これらのリミット値を使用して、ナショナルセミコンダクター社の平均出荷品質レベル (AOQL)が計算されます。

Note 6: レギュレータの負荷のリターン側が負電源に接続される±両電源システムで使用する場合は、LP2966の出力はグラウンドにダイオード・クランプしなければ
なりません。

Note 7: 出力段の PMOSには、VIN端子とVOUT端子との間にダイオードがありますが、これには通常逆バイアスがかかっています。VINとVOUTの極性を反転
させると、このダイオードは導通します。

Note 8: 出力電圧のライン・レギュレーションは、入力ライン電圧の変化による出力電圧の公称値からの変化として定義されています。

Note 9: 出力電圧のロード・レギュレーションは、負荷電流が 1mAから100mAに変化したときの出力電圧の公称値からの変化として定義されています。

Note 10: 出力電圧のクロス・レギュレーションは、一方の出力の負荷電流が 1mAから他方の出力の最大負荷電流まで変化したときの前者の出力電圧の公称値
からの変化率 (パーセント)として定義されています。これは複数出力レギュレータには重要なパラメータです。ΔVO1/ΔIOUT2の規格値はΔVO2/ΔIOUT1

の規格値に一致しています。
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Note 11: エラー・フラグのスレッショルドとヒステリシスは、安定化出力電圧を下回る割合 (パーセント)として規定されています。

Note 12: ドロップアウト電圧は、出力電圧が公称値より 100mV 下降する入出力電圧差として定義されています。ドロップアウト電圧規格は 2.7Vを上回る出力電
圧にのみ適用されます。2.7V以下の出力電圧に対しては、最小入力電圧が 2.7Vなので、ドロップアウト電圧は単に入出力電圧差にすぎません。

Note 13: ドロップアウト電圧の許容誤差規格には、ライン・レギュレーションおよびロード・レギュレーションも含みます。

Note 14: LP2966は、フの字限流型短絡保護機能を備えています。ニーは、出力電圧が公称値から10％下降した点の電流のことです。

Note 15: VSDTは、それより下では出力がディスエーブル状態になるシャットダウン (SD)ピンのスレッショルドのことです。

Note 16: 条件 VIN＝VO(NOM)＋ 1Vは、Vout1＝Vout2のときに適用されます。Vout1≠Vout2の場合は、この条件は、値が大きい方の出力に適用されること
になります。例として、Vout1＝ 3.3V、Vout2＝ 5Vであれば、条件 VIN＝VO(NOM)＋ 1VはVout2のみに適用されることになります。

Note 17: ターンオン・ディレイ (Turn-on delay)とは、シャットダウン (SD)ピンが LOWからHIGHに遷移してから出力電圧が公称値の 5％内にセトリングするまでの
時間のことです。ターンオフ・ディレイ(Turn-off delay)とは、シャットダウン (SD)ピンが HIGHからLOWに遷移してから出力電圧が公称値の 50％より下
に下降するまでの時間のことです。

Note 18: グラウンド・ピン電流規格 IGND(0,1)のリミット値は規格 IGND(1,0)のリミット値と同じになります。
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代表的な性能特性

特記のない限り、以下の曲線は、VIN＝VO(NOM)＋ 1V、VOUT＝ 3.3V、COUT＝ 1μF、IOUT＝ 1mA、CIN＝ 1μF、VSD1＝VSD2

＝VIN、TA＝ 25℃を条件としています。

Ground Pin Current vs Supply Voltage (one LDO on) Ground Pin Current vs Supply Voltage 
(both LDOs on)

Ground Pin Current vs Load Current over temperature 
(one LDO on)

Ground Pin Current vs Load Current over temperature 
(both LDOs on)

Output Voltage vs Temperature Drop-out Voltage vs Temperature
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特記のない限り、以下の曲線は、VIN＝VO(NOM)＋ 1V、VOUT＝ 3.3V、COUT＝ 1μF、IOUT＝ 1mA、CIN＝ 1μF、VSD1＝VSD2

＝VIN、TA＝ 25℃を条件としています。

Input Voltage vs Output Voltage Ground Pin Current vs Shutdown Pin Voltage

Ground Pin Current vs Input Voltage (Both LDOs off) Short-Circuit Foldback Protection

Line Transient Response
(COUT＝ 2.2μF, IOUT＝ 1mA)

Line Transient Response
(COUT＝ 2.2μF, IOUT＝ 1mA)
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代表的な性能特性 (つづき )

特記のない限り、以下の曲線は、VIN＝VO(NOM)＋ 1V、VOUT＝ 3.3V、COUT＝ 1μF、IOUT＝ 1mA、CIN＝ 1μF、VSD1＝VSD2

＝VIN、TA＝ 25℃を条件としています。

Line Transient Response
(COUT＝ 2.2μF, IOUT＝ 100mA)

Line Transient Response
(COUT＝ 2.2μF, IOUT＝ 100mA)

Line Transient Response
(COUT＝ 10μF, IOUT＝ 1mA)

Line Transient Response
(COUT＝ 10μF, IOUT＝ 1mA)

Line Transient Response
(COUT＝ 10μF, IOUT＝ 100mA)

Line Transient Response
(COUT＝ 10μF, IOUT＝ 100mA)
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特記のない限り、以下の曲線は、VIN＝VO(NOM)＋ 1V、VOUT＝ 3.3V、COUT＝ 1μF、IOUT＝ 1mA、CIN＝ 1μF、VSD1＝VSD2

＝VIN、TA＝ 25℃を条件としています。

Load Transient Response (COUT＝ 2.2μF) Load Transient Response (COUT＝ 10μF)

Load Transient Response (COUT＝ 10μF) Load Transient Response (COUT＝ 2.2μF)

Cross-Channel Isolation vs Frequency
(IOUT1＝ 1mA, IOUT2＝ 1mA)

Cross-Channel Isolation vs Frequency 
(IOUT1＝ IOUT2＝ 100mA)
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代表的な性能特性 (つづき )

特記のない限り、以下の曲線は、VIN＝VO(NOM)＋ 1V、VOUT＝ 3.3V、COUT＝ 1μF、IOUT＝ 1mA、CIN＝ 1μF、VSD1＝VSD2

＝VIN、TA＝ 25℃を条件としています。

Output Voltage Cross-Coupling Output Noise Density

Power Supply Ripple Rejection Peak Output Current vs Temperature
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入力コンデンサの選択

LP2966は、電源とのインピーダンス相互作用を防止するために、
入力ピンとグラウンド・ピンとの間に最小 1μFの入力コンデンサを
必要とします。このコンデンサは、入力ピンの非常に近くに配置
します。このコンデンサは、タイプはセラミック、タンタル、アルミの
どれでも差し支えありません。温度と周波数に対する耐性が十分
な任意の良質コンデンサを推奨します。

出力コンデンサの選択

LP2966は、適正な動作を保証するために、各出力に最小 1μF

のコンデンサを必要とします。安定度を保証するため、このコン
デンサは、その ESR( 等価直列抵抗 )を、アプリケーションの全
動作温度範囲にわたって、ESR曲線 (Figure 1とFigure 2 )の安
定領域内に維持できるものでなければなりません。出力コンデン
サには、温度、電圧、周波数に対して十分な耐性が必要です。
出力コンデンサはいくら大きくしても差し支えありません。コンデン
サを大きくすると、安定度とノイズ性能が改善されます。出力コン
デンサはICのVoutピンの非常に近くに接続しなければなりません。

FIGURE 1.   ESR Curve for VOUT＝ 5V and COUT＝ 2.2μF

FIGURE 2.   ESR Curve for VOUT＝ 3.3V and COUT＝
2.2μF

LP2966 は、タンタル・コンデンサを使用したときに最大の動作性
能を発揮しますが、これらのコンデンサの ESRとキャパシタンス値
は、温度、電圧、周波数によって大きく変動します。したがって、
タンタル・コンデンサを使用するときは、安定動作のためには、全
動作温度範囲にわたってESRをリミット(MaxおよびMin)内に保
証する必要があります。

出力電圧が 2.5Vを超える場合は、軽負荷動作 (5V出力オプショ
ンの場合5mA未満)を必要としないアプリケーションでは、LP2966

に良質のセラミック・コンデンサ (太陽誘電製 X7Rシリーズなど )

を使用することもできます。この場合もやはり、安定動作のために
は、全動作温度範囲にわたってキャパシタンス値とESRをリミット
(MaxおよびMin)内に保証する必要があります。

Cornell Dubilier製の ESRDシリーズ・ポリマ・アルミ電解コンデ
ンサは、対温度と周波数安定度が非常に優れています。これら
のコンデンサは、電圧、温度、周波数に対するキャパシタンスと
ESRの耐性がすぐれているため、LDOレギュレータ用として最適
です。

出力ノイズ

ノイズは 2つの方法で規定されます。

スポット・ノイズまたは出力ノイズ密度は、特定の周波数で、レ
ギュレータ出力で測定された (1Hzの帯域幅で測定 )すべてのノ
イズ・ソースの RMS合計です。このタイプのノイズは、通常、周
波数の関数としてグラフにプロットされます。

合計出力ノイズまたは広帯域ノイズは、指定された帯域幅にわた
るスポット・ノイズの RMS合計です。
測定単位には注意が必要です。スポット・ノイズの測定単位は

または であり、合計出力ノイズのそれは
μV(rms)です。

低ドロップアウト・レギュレータの第一のノイズ・ソースは、内部基
準電圧です。COMSレギュレータでは、ノイズには低周波成分と
高周波成分がありますが、これらはシリコン面積と待機時消費電
流に強く依存します。ノイズは、トランジスタの面積を広げるか、ま
たは内部電圧基準から流れる吸収電流を増大させるかの2つの
方法で低減できます。面積を広げると、ダイ・サイズが大きくなり、
小型パッケージに収納できる機会が減少します。内部電圧基準
の吸収電流を増大させると、ICの合計電源電流 (グラウンド・ピ
ン電流 )が増大します。グラウンド・ピン電流とダイ・サイズとの最
適化トレードオフ点を使用すると、LP2966はMSOP-8パッケージ
で低待機時消費電流での低ノイズ性能を達成しています。

フの字限流型短絡保護機能

短絡または過大負荷電流条件が発生したときのために、LP2966

は、流出可能な最大出力電流を安定化するフの字限流型内部
短絡保護機構を採用しています。この回路には、強力な負温度
係数が回路設計に取り入れられており、非常に大きなピーク可能
出力電流 ( 室温で出力当たり400mAを超えます。代表曲線を
参照 )を可能にしています。したがって、LP2966を使用する場
合は、LP2966の内部接合部温度が 125℃未満に維持されるア
プリケーションには、大きなピーク出力電流が得られます。当該の
アプリケーション向けのLP2966の最大出力電流の計算について
は、「アプリケーション」の項を参照してください。

エラー・フラグの動作

LP2966 は、低入力電圧、電流制限、または熱制限のために、
出力が規定値から低下すると、エラー・フラグ (ERROR)ピンに
論理値 LOWの信号を発生します。このフラグはヒステリシスを組
み込まれています。Figure 3 のタイミング図で、ERRORと出力電
圧との関係を示します。この例では、エラー・フラグの機能を明
示するために入力電圧を大きく変化させてあります。

μV/ nV/



13 www.national.com/jpn/

L
P

2966

アプリケーション情報 (つづき)

FIGURE 3.   Error Flag Operation

内部のエラー・フラグ・コンパレータには、オープン・ドレインの出
力段があります。したがって、ERRORピンはプルアップ抵抗を介
して HIGHに吊っておきます。ERRORピンは 1mA の電流を吸
収できますが、この電流はドレインに加えられます。したがって、
プルアップ抵抗の値は 100kΩ～ 1MΩの範囲にします。この機
能を使用しない場合は、ERROR ピンはグラウンドに接続しなけ
ればなりません。シャットダウン (SD)ピンをLOWにすると、シャッ
トダウン・モードに移行しますが、消費電流を低減するために、
ERRORピンは強制的に無効になるので、この点についても注意
してください。

シャットダウン動作

LP2966内の 2つの LDOレギュレータは、それぞれ独立のシャッ
トダウン機能を備えています。シャットダウン (SD)ピンに CMOSレ
ベル信号を与えると、それぞれのレギュレータをターンオフします。
正常動作のためには、SD1および SD2両ピンは、100kΩプルアッ
プ抵抗を介して終端しておかなければなりません。これらのピン
を、(CMOSフルスイング・コンパレータのように )アクティブHIGH

もしくはアクティブ LOWで駆動できる場合には、プルアップ抵抗は
必要ありません。使用しない場合は、これらのピンは Vinに接続
しておく必要があります。

ドロップアウト電圧

レギュレータのドロップアウト電圧は、1V の入出力電圧差で測定
して、出力電圧の 100mV以内での最小入出力電圧差として定
義されています。LP2966は 1ΩのRds(on)付きの内部MOSFET

を使用しています。CMOS LDOの場合は、ドロップアウト電圧は
負荷電流と内部MOSFETの Rds(on)との積です。逆電流経路

LP2966 の内部 MOSFET には、寄生ダイオードが内在していま
す。通常動作時には、入力電圧は出力電圧より高く、寄生ダイ
オードは逆バイアス状態です。しかし、アプリケーションで出力が
入力よりも高くなる場合は、寄生ダイオードが順バイアスになるの
で、出力から入力に電流が流れます。寄生ダイオードを流れる電
流が 150mAに制限されていれば差し支えありません。

最大可能出力電流

LP2966 の各出力は、全動作温度範囲にわたって 150mAを上
回る電流を供給できます。しかし、最大出力電流定格は、接合
部温度によってディレーティングされます。考えられるすべての条
件のもとで、接合部温度は動作条件のもとで規定範囲内になけ
ればなりません。LP2966 は MSOP-8 パッケージを使用していま
す。このパッケージの接合部から周囲への熱抵抗 (θja)は、最小
サイズの基板実装パターンに対して 235℃ /Wです。デバイスの
合計許容損失の概算は、次式で与えられます。

PD＝ (Vin - VOUT1)IOUT1＋ (Vin-VOUT2)IOUT2

デバイスの最大許容損失 PDmax は、次式を使用して計算できま
す。

PDmax＝ (Tjmax - TA)/θja

Tjmaxは接合部最大温度規格 (125℃ )で、TAは周囲温度です。

次の図に、さまざまなレイアウト・プランによる熱抵抗を示します。
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FIGURE 4.   

FIGURE 5.   

FIGURE 6.   

FIGURE 7.   

FIGURE 8.   
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生命維持装置への使用について
弊社の製品はナショナルセミコンダクター社の書面による許可なくしては、生命維持用の装置またはシステム内の重要な部品とし
て使用することはできません。

1. 生命維持用の装置またはシステムとは (a)体内に外科的に使
用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持ある
いは支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に
従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身
体的障害を与えると予想されるものをいいます。

2. 重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内
のすべての部品をいい、これの不具合が生命維持用の装置ま
たはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能
に影響を及ぼすことが予想されるものをいいます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

フリーダイヤル 

ナショナルセミコンダクタージャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。

www.national.com/jpn/
その他のお問い合わせはフリーダイヤルをご利用ください。

0120-666-116

外形寸法図 特記のない限りinches(millimeters)

Mini SO-8 Package Type MM
For Ordering, Refer to Ordering Information Table

NS Package Number MUA08A
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